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中
嶋
嶺
雄
著
『
中
ソ
対
立
と
現
代』
（
中
央
公
論
社 、

11
国
際
学
界
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
視
点
か
ら

ーー

本
位
を 、
私は 、
近
来に
ない
知
的
興
奮
を
感
じつ
つ
読
了
し
た 。
永
年の

学
問
的
務
秘
を 、
こ
の
よ
うに
見
事
な
形で
結H開
化
する
こ
と
に
成
功
さ
れ
た

箸
者に 、
同
業の一
人
と
し
て 、
波
望と
と
もに 、
か
ぎ
り
ない
刺
激
と
励
み

を
感
じ
た 。
こ
の
感
想は
の
砕
を
依
頼
さ
れ
て
再
読
し
た
今
も
変わ
ら
ない 。

ま
ず
見
事
な
併
成と
内
容が 、
本
容の
特
色で
ある 。
中ソ
両
国
な
ら
びに

その
「
中
川
地
椛」
に
か
ん
する

H
地
政
学
的d
問
問
意
蛾
を
明
ら
か
に
し
た

後 、
中ソ
対立
の
レ
ヴェ
ル
を 、
川
民
族
的 、
問
国
家
的 、
間
イ
デ
オロ
ギ
ー

的 、
凶
政
府
的
な
対立 、
の
四つ
に
分
類
する
方
法
輸
を
採
用
し
てい
る 。
つ

づ
い
て 、
主
と
し
て
中ソ
友
好
条
約
締
結 、
朝
鮮
戦
争 、
高
闘
事
件の
三つ
を

具
体
例
と
し
て
と
り
あ
げ 、
中ソ
ぬ
裂の
初
期の
段
階に
新
しい
光
を
あ
て 、

よっ
て 、
わ
が
国は
む
ろ
ん
の
こ
と 、
欧
米の
学
界に
寄
与
する
独
自の
理
論

一
九
七
八
年 、
二
九
八
頁）

木

汎

村

を
提
出
し
てい
る 。
「
戦
後
ア
ジ
ア
の
再
考
察」
（
傍
点
l

木
村） 、
と
の
削
胞

が
与
え
ら
れ
てい
る
所
以
で
ある 。
目以
後に
著
者は 、
米
国の
専
門
家に
氷
ら

く
み
ら
れ
た
中ソ一
枚
岩の
神
話
を一
貫
し
て
批
判
する
立
場
を
賞
くと
同
時

に 、
逆に 、
未
来
展
望に
触
れ
た
段
終
躍に
おい
て 、
中ソ
対立
の
絶
対
化
な

い
し
神
話
化
を
戒
し
め
る
周
到
さ
を
し
め
す 。

堅
実かつ
広
範
な
資
料の
沙
山側 、
依
犯に
も 、
感
心
さ
せ
ら
れ
る 。
欧
米の

最
先
制楠
を
ゆ
く

学
説
を
参
考に
する
と
同
時に 、
D－
ダl
リン 、
M・
ベ
ロ

フ
等の
今日
的価
値
を
強
制
する
弱気
を
し
め
す 。

日
本の
若い
学
徒の
論
文
も 、
積
極
的に
吸
収
し
てい
る 。
文
章は 、
メ
リ

ハ
リ
が
利い
た 、
男
性
的
な
小
気
味の
よい
もの
で 、
決
し
て
容
易
な
テ
lマ

を
扱っ
てい
る
と
は
い
え
ない
に
もか
か
わ
ら
ず 、
思
わ
ず
れ以
後
ま
で
続
了
さ

せ
る
魅
力
と
論
理
性
を
もっ 。

融持与水に
つ
け
ら
れ
た 、
事
項お
よ
び
人
名の
索

引 、
参
考
文
献一
覧
も 、
使
利 、
親切
で 、
凡
制限
函
で 、
い
た
り
尽せ
りの
著

者の
他
絡
を
反
映
し
てい
る
よ
う
見
受
け
ら
れ
る 。

残
念
な
が
ら 、
谷
野
者は 、
中ソ
関
係
を
甑
接
専
攻
テ
lマ
と
する
もの
で

は
な
く 、
と
うてい
中
崎
氏の
本
谷
を 、
対
等の
立
場で
論
ずる
学
織
を
持
ち

併
せ
てい
ない 。
そ
こ
で 、
媛
軍
と
し
て 、
利
用
する
の
は 、
欧
米の
同
犯の

研
究
染
縦
で
ある 。
つ
ま
り 、
中
川則
氏に
は
失
礼
か
も
し
れ
ない
が 、
以
下 、

私
が
採
用
する
方
式は 、
直
授 、
疋
磁か
ら
本
容
を
紹
介 、
論
ずる
gor
R・

19〈
で
は
な
く 、

欧
米の
郊
魯とつ
き
合
わ
せ
る
作
撲
を
通
じ
て 、
い
わ
ば

間
接
的に
中
崎
氏の
近
業の
特
徴
を
浮
彫
りに
し
て
み
よ
う
と
す
る一
種
の

月三宮〈
望
号方
方
式で
ある 。
本
来 、
佐
野
者
個
人の
箆
底に
秘
め
て
お
く

ぺ
き
類の 、
た
ん
なる
般
理メ
そ
で
あ
り 、
き
わ
め
て
添
意
的 、
主
観
的
な
も

の
で 、
中
崎
氏の
著
作の
忠実
な
紹
介で
も
客
観
的
な
要
約
で
も
ない
こ
と
を 、

予
め
著
者
お
よ
び
税
者に
お
断
り
し
て
お
き
たい 。

中
ソ
対
立
の
起
源

mo平論文

水
位の
第一
の
特
徴は 、
中ソ
対立
の
歴
史
的
過
程の
出
発
点
を 、
欧
米の

迎
脱に
比べ 、
ずっ
と
早い
段
階に
遡
ら
せ
てい
る
点に
ある 。
中
ソ
対
立
の

形
成
過
程 、
ある
い
は
対立
が
公
然
化
する
以
前の
秘
め
ら
れ
た 、
潜
在
的 、

萌
芽
期に 、
注
目・
強
関
し
てい
る 。

最
近の
ソ
ビエ
ト

公
式
見解は 、
中ソ
両
国
が「
困
難
な
時
期
を
迎
え
た
の

は 、
一
九
五
O
年
後
半t
六
0
年
代は
じ
め」
と 、
税
く 。
ま
た
欧
米の
遇
税

も 、
ス
タ
ー
リン
の
死
（一
九
五
三）
ない
しス
タ
ー
リン
批
判が
お
こ
な
わ
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れ
た
第二
O
回
共
産
党
大
会
（五
六）
を
もっ
て 、
中ソ
対立
の
開
始
点と
み

〔l｝

な
し
てい
る 。
米
国の
H・
ヒン
トン

は 、
五
三
年
を
対立
の
「
起
源」
と
し 、

英の
R・
マ
ッ
ク
ファ
ッ

カ
ー

ら
は 、
五
六
年
の
第二
O
凶
大
会
を
対
立
の

｛2）

 

「
出
発
点」
と
み
な
し 、

米の
D・
ザゴ
リ
ヤ
は 、
五
六
l

七
年に
対立の「
磁

（3）

 

子」
が
生
ま
れ
た
と
する 。
こ
れ
ら
通
脱の
特
徴は 、
二
つ
ある 。
第一
は 、

ス
タ
ー
リン
のパ
ー
ソ
ナ
リ
ティ
お
よ
び
リ
ー

ダ
ー
シッ
プ
を
監
視
する
点で

ある 。
た
と
えば 、
ヒ
ン
トン

は 、
い
う 。
「ス
タ
ー
リ
ン
の
存
命
中 、
中
国

共
産
主
義
者
た
ちは 、
中ソ
関
係
に
お
い
て 、
（ソ
巡に）
従
属
的 、
協
力
的

役
削
をは
た
す
気
持
が
あっ
た 。
し
か
し 、

五
三
年に
ス
タ
ー
リン
が
死ぬ
と 、

（4）

 

こ
の
よ
う
な
気
持は
雲
散
霧
消
しは
じ
め
た」 。
とい
うの
も 、
「
毛
沢
東は 、

自
分の
方
が 、
ス
タ
ー
リン
の
後
継
者
述に
比べ 、
イ
デ
オロ
ギ
ー

上
も 、
政

治
上
も 、
優
秀
で
ある
と
感
じ
た
う
えに 、
彼
ら 、
と
くに
フル
シ
チョ
フ
が 、

（5）

 

北
京の
イン
タ
レ
ス
ト

に
反
する
政
策
をと
りは
じ
め
た
か
ら
で
あ
る」 。
第

二
は 、
共
産
主
義
イ
デ
オロ
ギ
ーの
もつ
求
心
的
側
面
を
盟
視
する
の
あ
ま
り 、

その
巡心
的
側
面
を
看
過
し
が
ち
な
こ
と
で
ある 。
ザゴ
リ
ア
自
身 、
蒋
版に

あた
り 、
共
通の
イ
デ
オロ
ギ
ー

が 、
対立
を
「
制
約」
する
よ
り
も
む
し
ろ

（6）

 

「
尖
鋭
化
する」
局
面
を
見
逃
し
てい
た
こ
と
を 、
反
省
し
てい
る 。

し
か
し

他
方 、
欧
米に
は 、
中ソ
対立
を 、
米
ソ
対立
な
ど
と
比べ 、
もっ

と
根
深い
もの
と
説
く 、
も
う一
つ
の
見
方
が
ある 。
六
九
年の
国
境
術
突と

そ
れ
に
続
く
七
0
年
代は
じ
め
の
米
中
妓
近
を
まの
あた
りに
し
て
勢い
を
え

て
き
た
見
解
で
ある 。
仏の
M・
タ
チュ
の
見
方
が 、
その
典
型と
い
える 。

タ
チュ
に
よ
れ
ば 、
米
ソ
聞の
対立
は 、
両
国
が
峨
後
両
陣
営の
柿酬
が
し
らに

祭
り
あ
げ
ら
れ
は
し
た
もの
の 、
現
実に
戦
火
を
交
え
た
こ
と
の
ない 、
い
わ

書評　木村汎「中嶋嶺雄著『中ソ対立と現代』-国際学界における位置づけの視点から-」　『国際政治』64号-1980.05.25
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（7）

 

ば
「
偶
然
的」 、
人
為
的
な
対立
で
あ
る 。
と
こ
ろ
が 、
中
ソ
聞の
対
立
は 、

民
族 、
人
組
を
まっ
た
く
異に
する
の
み
な
ら
ず 、
世
界最
長の
国
境
を
共
有

し 、
ツァ
l
リ
ズム
以
前か
ら 、
む
し
ろ
和
解の
時
期
を
例
外
的と
する 、
長

（8）

 

い
対立
の
服
申｛
を
もっ 、
現
実
的
「
砥
銭
的」
な
対
立
で
ある 。
後
者の
対
立

の
ほ
うが 、
よ
り
宿
命
的 、
深
刻で
さ
え
ある
とい
える
対立
で
ある 。

こ
の
よ
うに 、
片
や
イ
デ
オロ
ギ
ー

や
政
治
指
導
者
を
重
視
する
学
説
と 、

他
方に
おい
て
地
政
学
的
な
要
因
を
含
むい
わ
ば
ア
プ
リ
オ
リ
な
対立
の
契
機

を
強
制
する
見
解と
の
両
極の 、
い
わ
ば
其
ん
中に
あっ
て 、
その
両
者
を
巧

みにバ
ラン
ス
し 、
中ソ
関
係
を
よ
り
包
括
的 、
統
合
的に
掌
損
し
よ
うと
す

る
の
が 、
既
述の
ご
と
く

民
族 、
国
家 、
イ
デ
オロ
ギ
ー 、

政
府の
四
レベ

ル

に
目
配
り
を
お
こ
な
う
中
的
氏の
基
本
的
視
角と
い
え
よ
う 。
や
や
総
花
的と

は
い
え 、
誠に
有
効
な
枠
組の
提
示 、
と
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
ある 。

と
こ
ろ
で
話
を
も
う一
度
中ソ
対立
の
出
発
点に
戻
す
と 、
欧
米の
所
説
中 、

こ
の
点に
おい
て 、
中
崎
氏の
見
解に
もっ
と
も
近い
の
は 、
英の
D・
フロ

イ
ド

の
著
作と
い
え
る 。
す
な
わ
ち 、
フロ
イ
ド

は
中ソ
対立
の
起
源
を 、
ス

タ
ー
リン
の
死
以
前の
時
期に
遡
ら
せ 、
すで
に
四
九
年の 、
中
務
人
民
共
和

国の
成立
と
ほ
ぼ
同
時に 、
中ソ
対立
が
開
始
さ
れ
た
と
考
える 。
ま
た 、
フ

ロ
イ
ド

は 、
「
中
国とロ
シ
ア
の二
国
聞に
お
ける 、
伝
統
的
な
フ
リ
ク
ショ

（9）

 

ン
の
ポ
イン
ト
と
し
て 、
満州 、
旅
順 、
大
述 、
新
班 、
外モ
ン
ゴ
ル」
を
挙

げ
てい
る
が 、
こ
れ
も 、
中
的
氏の
強
制
する
地
域（
三
t一

凶
頁）
と一
致

する 。
一
例と
し
て 、
中ソ
友
好
条
約
締
結
（
五
O
年）
に
か
ん
する
フロ
イ

ド
の
叙
述を
み
て
み
よ
う 。
フロ
イ
ドに

よ
れ
ば 、
同
条約が 、
少
な
くと
も

位
鎖
国
で
み
る
か
g
り 、
ス
タ
ー
リン
の
際
歩で
は
あ
る
が 、
「
実
際
上
は 、

お
い
て
も 、
シ
モ
ン
ズ
の
見解
が 、
内
戦
的
局
面
を
強
調
する
の
あ
まり
ソ
迎

の
即時
響
を
過
少
評
価
する
こ
と
と
な
り 、

結
閉式
的に
は 、
修
正
主
義の
立
場に

（ωv

 

近い
とい
う
批
判が
加
え
ら
れ
てい
る 。
中
川剛
氏
も 、
や
や
同様に
「シ
モ
ン

ズ
は 、
ソ
述の
役
割
をい
さ
さか
低
く

評
価
し
す
ぎ
て
い
る」
（一
二
七
頁）

と
し
て 、
む
し
ろA・
ウ
ラム 、
G・
ケ
ナン
の
税
など
を 、
積
極
的に
紹
介

する
（一一一
四
l一

二
七
頁） 。
そ
し
て 、
自
身は 、
「
朝鮮
戦
争は 、
ス
タ
ー

リン
の
戦
後ア
ジ
ア
政
策お
よ
び
中
諮
人
民共
和
国の
成立
に
伴
う
中
国
政
策

に
閲
迎し
た
国
際
戦
略を
大
き
な
背景
と
し
な
が
ら 、
同
時に
朝
鮮
半
山
内
部

で
過
熱
し
てい
た
南北
対立
を
触
媒と
し
て 、
ま
さに
『
民
族
的
戦
争』
と
し

て
必
然
的に
勃
発
し
た
もの
で
は
な
かっ
た
か」 、
と
い
う
「
仮
説」
を
総
示

す
る 。
つ
ま
り 、

国
際
的
側
面
と
閣
内
面
と
の
こ
つ
の
局
面
を
統
合
し
よ
うと

する
や
や
総
花
的
な
制限
も
する
が 、
包
括
的 、
バ
ラン
ス
ある
鋭
角とい
え
よ

且ノ 。
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（
4）

 

（
5）
 

（
6）

 

重
要
な
もの
をほ
と
ん
ど
何
も
毛
沢
東に
与
え
てい
ない 。
そ
れ
ど
こ
ろ
か 、

お
類
函に
おい
て
す
ら 、
対
中
国へ
の
圧
力
を
放
楽
する
意
志の
ない
こ
と
を

【mv
示
し
た」 。
こ
の
よ
う
な
中ソ
条
約の
解
釈は 、
中
的
氏の
見
方（
九
八
t一

O

三
頁）
に
き
わ
め
て
近い
と
い
い
うる
で
あ
ろ
う 。
フロ
イ
ド

は 、
引
税い
て 、

（日｝

「
こ
の
二
人の
会
見の
詳
細は
ま
だ
明
らか
で
は
ない
が」
と
断っ
た
う
え 、

毛
沢
東
とス
タ
ー
リン
の
仮
初に
心
て
唯一
の
会
見が
毛に
と
り
失
望
で
あっ

た
こ
と
は 、
続い
が
ない
と
推
測
し
てい
る
が 、
中
崎
氏が 、
さ
らに一
歩
踏

み
こ
ん
で 、
新
しい
中
国
文
献
を
用い
て 、
フロ
イ
ド

の
推
測
を
裏づ
け
てい

る
の
は
注
目に
他
する
こ
o
ot－
O
凹
頁） 。
結
論
と
し
て 、
フ
ロ
イ
ド

が 、
こ
の
「毛
の
ス
タ
ー
リン
と
の
出
会い
が
後の
中ソ
閲
係に
与
え
た
意
義

をい
く
ら
過
大
評
価
し
て
も
し
す
ぎる
こ
と
は
ない
だ
ろ
う 。
そ
れ
は 、
毛
の

ロ
シ
ア
人に
たい
する
政
策お
よ
び
態
度の
形
成に
深
甚
な
る
影
響
を
与
え
ざ

（ロ）

る
を
え
な
かっ
た
か
ら
で
ある」
と
述べ
てい
る
の
は 、
「ス
タ
ー
リ
ン
と
毛

沢
東
と
の
出
合い
の
其
傘C
の
な
か
で 、
中
ソ
関
係
が「
その
出
発
点に
お
い

て
すで
に
深い
亀
裂
を
宿
し
てい
た」
（一
O
三
頁）
と
み
る
中
嶋
氏の
評
価

と
軌
を一
に
し
てい
る
よ
うに
思
わ
れ
る 。

中
嶋
氏の
俗
物
を
し
て
き
わ
め
てバ
ラン
ス
の
と
れ
てい
る
もの
と
し
てい

る
も
う一
つ
の
例と
し
て 、
朝
鮮
戦
争に
か
ん
する
章
（
第
四
宮）
を
あ
げ
た

い 。
氏は 、
同
戦
争
を 、
今日
の
中ソ
関
係の
盟
要
な
源
泉と
捉
え
る 。
冷
戦

一
般 、
朝
鮮
戦
争の
起
源
お
よ
び
同
戦
争に
お
け
る
ソ
辿の
役
削
を
め
ぐっ
て 、

欧
米の
専
門
家
聞に 、
い
わ
ゆ
る
伝
統
主
殺
学
派と
修
正
主
義
学
派の
論
争が

ある
こ
と
改
め
ての
べ
る
ま
で
も
ない 。
中
的
氏は 、
小
此
木
政
夫
氏やR－

シ
モ
ン
ズ
ら
若い
学
究の
朝
鮮
戦
争
研
究に
敬・怒
を
払
う 。
し
か
し 、

米
国に

（7）
冨』nvn－
吋白
F
Sh司
令Eh

』ぷEq
M32 ．2hrH
モ民営 ．必九雪？
とE－

EE・
』uaみ守点、（HMHW『』師、
吋』回目
〉乙Edtn
H口同江戸EFnu
HUJ 可（｝）句
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｛
9）
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白ミg
A也
ι均ぬ守ζh
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【りE
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同
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qwr
〉・
同日門担問問内♂
ド由

由ω）・
MM司－HHIHN：

（
m）
hbミ・

（
U）
hbh件、

－M・
E－

（ロ）
な
位、
同yHN－

（
日）
た
と
え
ば 、
さ52ヨ
タznny
z吋vo

mo丘公
cz
g
ga
HFn

O江虫
記
O『
乙再
開。『
gロ
5S円三
－T
Sミ弘
、えた
百句

（〈D－－NF
Z0・AW

’HE｝可
H由叶由）・句

同UMymNNl白ωm－

中
ソ
対
立
の
幅

本
谷の
第二
の
特
徴は 、
中ソ
関
係の
対立
的
側
面
を
か
な
り

弧
制
し
てい

る
点に
求
め
ら
れ
る
か
も
し

れ
ない 。
例に
よっ
て 、
欧
米の
学
税と
比
較
し

て
み
よ
う 。

欧
米に
は 、
一
つ
の
グ
ル
ー

プ
と
し
て 、
中ソ
両
国の
共
通
商
を
強
調
する

専
門
家
が
い
る 。
た
と
え
ば 、
D・
パ
｜

ネッ
ト

は 、
の
べ
る 。
「
凶
九
年
以

後の
十
年
間の
ほ
ぼ
全
期
間に
わ
たっ
て 、
中
国
外
交
政
策の
か
な
め
は 、
ソ

述と
の
同
盟で
あっ
た 。
す
な
わ
ち 、
中ソ
両
国は 、
軍
事
同
却
を
結
ん
だ 。

経
済 、
科
学 、
教
育 、
その
他の
分
野に
おい
て
も 、
広
範
な
関
係
を
発
展
さ

せ
た
の
で
ある 。
北
京の
リ
ー

ダ
ー

た
ち
は 、
ソ
迎の
経
済
的
経
験
を 、
中
国

\__ 
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の
た
め
の
発
展モ
デル
と
し
て
う
け
入
れ 、
ソ
ビエ
ト

の
忠
告と
援
助の
約
束

の
う
えに
たっ
て 、
自
己の
プロ
グ
ラム
をつ
くっ
た 。
：：：

中
国の
リ
ー

ダ

ー
た
ち
が 、
中
国の
利
容
を
こ
れ
ほ
ど
外
国の一
図
家の
モ
デ
ル
に
リン
ク
さ

｛IV

 

せ
た
こ
と
は
な
かっ
た」 。
し
た
がっ
て 、
パ
l

ネッ
ト

は 、
た
と
え
ば 、
シ

モ
ン
ズ
が
「
四
九
l

五
O
年
お
よ
び
初
勝
戦
争
を
通
じ
て
存
在
し
てい
た
中ソ

A2｝

 

聞の
緊
張の
深
刻
性
を
誇
張
し
す
ぎ
て
い
る」
と 、
批
判
する 。
E・
マ
イ
ケ

ル
に
い
たっ
て
は 、
さ
らに
次の
よ
うに
述べ
る 。「
細
部に
わ
た
るコ
ン
フ
リ

ク
ト

に
もか
か
わ
ら
ず 、
ス
タ
ー
リン
は 、
毛
沢
東
を 、
有
能
な
中
国
共
産
党

に
ふ
さ
わ
しい
指
導
者と
み
な
し 、
そ
の
権
力へ
の
上
昇
を
決
し
て
妨
げ
ない

（3｝

白

ど
こ
ろ
か 、
む
し
ろ
承
認
し 、
援
助
さ
え
し」 、
ま
た
「
毛
沢
東の
側
も 、
ス

タ
ー
リン
の
支
持
を
永
認
し 、
そ
の
戦
列に
と
ど
ま
り 、
ス
タ
ー
リン
崇
拝
の

（4｝

 

併
築に
参加
し
た」 、
と 。

中
嶋
氏の
立
場と
こ
の
よ
う
な
欧
米
の一
部の
見
解と
は 、
か
な
り
差が
あ

る
よ
うに
見
受
け
ら
れ
る
が 、
市世
評
者に
は 、
そ
の
い
ずれの
見
解
を
支
持
す

べ
き
か
に
か
ん
し 、
独
自の
証
拠
資
料
も
意見
も
も
ち
あわ
せ
てい
ない 。

た
だ 、
中
崎
氏の
見
解に
たい
する
の
好
者のコ
メ
ン
ト
と
し
て 、
中
ソ
関

係
を
や
や一
枚
岩
的に
捉
え
ら
れ
てい
る
印
象
を
受
ける
こ
と
は
あ
る 。
た
と

え
ば 、
ま
ず
用
問でい
うと 、
おのパ
l

ネッ
ト

は 、
gロヨロ
の
他に 、
。－n－

EOD”肺同『ED♂
52巴Oロ・
内出向。句。ロ円内MM
伺c－戸
ユ『f
nOHdFO口広三Oロ・
σ白同乙同

な
ど
を
併
せ
用い 、
両
国の
対立
の
偲のニュ
ア
ン
ス
を
区
別
し
よ
うと
し
て

（5）

 

い
る 。
他
方 、
中
仙
氏は 、
「
潜
在
的に
萌
芽
し
てい
た」
（一
凶
五
頁）
ない

し
「
秘
め
ら
れ
た」
（i
頁）
「
対立
椛
造」
（
七
頁）
が
「
公
然
化」
（…川
頁）
し

た 、
：：：
とい
う
表
現が
し
め
すよ
うに 、
対立
が
潜
在
的か
顕
在
的か
と
い

〔7｝

し
て 、
T・
ロ
ビ
ン
ソン
の
研
究が
ある 。
ロ
ビン
ソ
ン
は 、
中ソ
両
国の
ナ

ショ
ナル・
イン
タ
レ
ス
ト

を 、
①
「
合
致
す
る」 、
②
「
補
完
す
る」 、
＠

「
対立
する」
もの
の
三
租に
分
ける 。
①の
典
型
例
と
し
て
は 、
世
界に
お

ける
共
産
主
義
的
影
響の
拡
大
が
あ
り 、
②の
例と
し
て
は 、
ソ
述に
とっ
て

の
ヨ
ーロッ

パ
に
お
ける
反
米 、
中
国に
とっ
て
の
台
湾に
お
ける
反
米
闘
争 、

③の
例と
し
て
は 、
図
境
問
題 、
等が
殺
げ
ら
れ
る ・
い
う
ま
で
も
な
く 、
ロ

ビ
ン
ソン
は 、
四
九
年
以
後 、
中ソ
閲
係に
は 、
①
や
②の
局
面
が
減
少
する

一
方 、
③の
局
面
が
増
大
する
趨
勢に
ある
こ
と
を証
明
し
よ
うと
し
てい
る 。

要
する
に 、
中ソ
関
係は
時と
怖
と
の
同
局
面
を
考
慮
しつ

つ 、
立
体
的に
検

討
せ
ね
ば
な
ら
ない 、
実に
複
雑
な
生
き
物と
し
て
捉
える
必
要が
ある 。
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H也市山田）・

理’聞F

う
縦
軸 、
す
な
わ
ち
時
系
的
変
化の
側
面
を
強
制
し
よ
うと
する
の
あ
ま
り 、

そ
れ
と
横
軸
と
の
閲
辿づ
け 、
す
な
わ
ち
中ソ
関
係の
果
し
て
ど
の
局
面
が 、

ど
の
段
階で 、
ど
の
よ
うに
発
回収
し
た
の
か 、
とい
う
点
を 、
さ
ほ
ど
明
確に

さ
れ
てい
ない
恨
み
が
ある 。
もっ
と
も 、
こ
の
よ
う
な
私の
印
象
批
判に
た

い
し
て
は 、
四つ
の
レベ
ル
の
包
府
対立
関
係
を
問
題
意
織と
し
て
提
策
さ
れ 、

かっ
「
絶
四
則に
おい
て
も 、
さ
ま
ざ
ま
な
緊
張
と
即興
和
が
存
在
し
た」
（二

五二
頁）
とい
う箇
処
な
どに 、
そ
の
よ
う
な
目
配
り
が
な
さ
れ
てい
る
事
実

が 、
指
摘
さ
れ
うる
で
あ
ろ
う 。
と
は
い
え 、
こ
の
位
初に
提
起
さ
れ
た
凶つ

の
レペ
ル
が 、
本
容の
全
体
で 、
そ
し
て 、
た
と
えば 、
中ソ
友
好
条
約 、
朝

鮮
戦
争 、

間同
事
件の
各々
の
い
わ
ば
ケ
ース・
ス
タ
デ
ィ
に
おい
て 、
完
全

に
区
別
さ
れ 、
十
分
税
明
さ
れ 、
展
開
さ
れ
て
尽
さ
れ
てい
る
と
は 、
い
い
鍬

い
の
で
ある 。
恐
ら
く 、
こ
れは 、
資
料の
制
約か
ら
も 、
言
うは
易
く
行
う

は
至
難の 、
ない
もの
ね
だ
り
で
は
あ
ろ
う 。
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
著
者の
無

限の
向
上
能
力
を
口
うが
故に 、
mw
評
者
が 、
次
作に
期
待
する
点
なの
で
あ

る 。G－
ケ
ナン
は 、
い
か
な
る
こ
悶
関
係に
おい
て
も 、
完
全
な
る
対立
ない

し
協
調
が
あ
り
え
ず 、
つ
ね
に
相
対
的
な
もの
で
ある
こ
と
を 、
次の
よ
うに

指
摘
し
てい
る 。
「こ
の
惚
維
な
現
代
世
界に
おい
て 、
イ
ン
タ
レ
ス
ト

の
完

全
な
対立 、
ない
し 、
そ
の
完
全
な
合
致といっ
た
国
際
関
係は 、
存
在
し
え

ない
で
あ
ろ
う 。
す
な
わ
ち 、
イ
ン
タ
レ
ス
ト

の
両
極の
要
因
｜｜

尤
も 、
そ

の
両
要
因の
繰
り工
合は 、
様々
で
は
ある
と
は
い
え
ーー

を
含ま
ない
関
係

（6）

 

は
あ
り
え
ない
だ
ろ
う」 。

こ
の
よ
う
な
視
角に
たっ
て 、
中ソ
関
係の
推
移
を
み
よ
うと
し
た
もの
と

歴
史
の
後
智
恵

最
後に 、
中
崎
氏と
と
もに 、
現
在
の
視
点か
ら
過
去
の
事
件
を
解
釈
し
裁

断
する
こ
と
の
意
義と
陥
界に
つ
い
て 、
考
え
て
み
たい 。

中
嶋
氏は 、
「
歴
史の
後
智
恵」
とい
うこ
と
に
触
れ 、
「
中ソ
対立
の
今日

的
な
mm
給の
ゆ
えに 、
こ
れ
ま
で
透
視で
き
な
かっ
た
中
国
や
ソ
巡の
意
志と

行
動の
真
実が
徐々
に
明
らか
に」
なっ
て
き
た
こ
と
を 、
指
摘
する 。
（i
｜

…川 、
二
五一
l

三
頁の
如
し）
こ
の
こ
と
は 、
明
らか
に 、
利
点で
ある 。
し
か

し 、
他
方 、
後の
時
点か
ら
股
史
を
帯
解
釈
する
こ
と
に
潜
む
陥
奔
も
ある 。

中
嶋
氏の
説
くよ
うに 、
「ソ
述
や
中
国の
動向
を：：：（
中ソ）
相
互
の
論
維

を
通
じ
て
国
間
見る」（一
O六rg
ば
あい
に 、
こ
の
こ
と
は
と
くに

顕
著とい

わ
ね
ば
な
らぬ 。
よ
り
具
体
的に
い
えば 、
中
国
を
ソ
述の
文
献に
よ
り 、
逆に 、

ソ
速
を
中
国
文
献
を
用い
て
解
釈
する
こ
と
のメ
リッ
ト
と
デメ
リッ
ト

で
あ

る 。
た
と
えば 、
先に
も
紹
介
したマ
イ
ケル
博
士
は 、
の
べ
る 。
「
毛
沢
東

の
初
期の
政
策
路
線
を 、
共
産
主
義
イ
デ
オロ
ギ
ー

よ
り
も 、
中
国の
ナ
ショ

ナ
リ
ズ
ム
を
代
表
する
もの
と
し
て 、
再
出川
築し
よ
うと
する
最
近の
ソ
ビエ

ト
の
試
み
は 、
現
在
の
中ソ
対立 、
な
ら
びに
毛
沢
東
側
劾
せ
ん
と
する
ソ
ピ

（1｝

 

エ
ト

の
政
治
的
目
的の
光に
照
ら
し
て 、
理
解
せ
ね
ば
な
らぬ」
と
し
て 、
最

近
放
出
さ
れ
た
文
献 、
た
と
えば 、
0・
ゥ
ラ
ジ
ミ
lロ

フ
や
0・
ブ
ラ
ウン

｛2）

 

ら
を
軍
用と
する
危
険
を
普
告
し
てい
る 。
問
機に 、
ソ
述
が
汲
近
出
版
し
中

ソ
関
係に
か
ん
する
（
現
在
の
と
こ
ろ）
決
定
版と
する
O・
B－
ボ
リ
1

ソ

（3V

 

フ”
B－
T・
コ
ロ
ス
コ
フ
（
総
名）
の
『
中ソ
関
係』
に
つ
い
て
の
資
料
的

価
値に
つ
い
て
も 、
欧
米の
学
者は
手
厳
しい 。
た
と
えば 、
K・
リ
lパ
l

型里L 一一一
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タ
ル
は、

一

穴
し
て
向
性
を
件以
く
「
反
ソ
毛、
沢
東
的
民
族
主
毅
シ
ョ
l
ピ
ニ
ス

トW
プ
ロ
・

ソ
ビ
エ
ト
の
国
際
主
義
の
闘
争」

と
い
う
視
点
か
ら
中
国
を

翠
え

（4｝

 

ょ
う
と
す
る
硬
直
し
た
方
法
論
を、

要
注
意
と
し
て
い
る。

ま
た、

同
容
の
初

版
を
英
訳
・

編
纂
し
た
米
国
の
V
・
ペ
ト
ロ
フ
教
授
自
身、

岡
山口
を
「
ソ
ピ
エ

｛5）

 

ト
外
交
政
策
の
カ
レ
ン
ト
な
必
要
に
奉
仕
す
る
」

も
の
と
規
定
し
て
い
る。

ま

た、

ヒ
ン
ト
ン
教
授
に
い
た
っ
て
は、
「
同
容
に
お
い
て
中
ソ
論
争
に
か
ん
し

ソ
迎
側
か
ら
出
さ
れ
た
新
資
料
は
大
し
て
な
く、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
純
然
た
る

｛6）

 

宣
伝」

で
あ
る、

と
み
て
い
る。

結
論
と
し
て、

川
ラ
ン
ス
感
覚
と
大
胞
な
見
解
の
提
示
を
併
せ
有
す
る
中
嶋

氏
の
本
谷
は、

中
ソ
対
立
に
か
ん
し、

わ
が
国
の
図
際
政
治
学
界
が
は
じ
め
て

生
ん
だ、

国
際
的
レ
ベ
ル
の
学
術
容
と
い
っ
て、

差
支
え
な
い。

今
後
の
研
究

者
は、

本
冊目
の
提
起
し
た
問
題
と
レ
ベ
ル
を
限
れ
て、

も
早
や
中
ソ
関
係
を
論

じ
え
な
く
な
っ
た
こ
と
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い。
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